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【目的】  アスパラガスはユリ科の多年性野菜である．近年，改植圃場にお

けるアスパラガスおよびその他作物の生育阻害が問題となっており，その改

善技術がいくつか提案・検討されている．本実験では，アスパラガスによる

生育阻害現象と二価鉄イオン資材処理によるその軽減効果を検討した． 
 
【材料および方法】 実験 1：レタス品種‘極早生シスコ’を供試した．アスパ

ラガス地下部乾燥粉末 1g に対し蒸留水 200ml の割合で混和・撹拌したのち，

ろ過した．これを原液として希釈倍率が異なるアスパラガス地下部抽出液を

作成したのち， シャーレ内で実生をこれら抽出液および蒸留水に浸漬処理し

たのち，室温 23.0℃，16 時間日長で PPFD が 61.5μmolm-2s-1のグロースチャ

ンバー内に配置して，3 日間生育させた．この結果をもとに以降の実験に用い

る地下部抽出液の希釈倍率を決定した． なお，特に述べない限り，全ての実

験はシャーレ内で実生を処理液に浸漬処理したのち，実験 1 と同条件のグロ

ースチャンバー内に配置して行った．実験 2：レタス品種‘極早生シスコ’，ト

マト品種‘桃太郎’，ニンジン品種‘時無五寸’，ブロッコリー品種‘エルデ’およ

びネギ品種‘九条太葱’を供試した．地下部抽出液の 10 倍希釈液および蒸留水

を用いて処理したのち，4日間生育させた．実験 3：レタス品種‘極早生シスコ’，
トマト品種‘桃太郎’およびブロッコリー品種‘エルデ’を供試した．地下部抽出

液の 10 倍希釈液，地下部抽出液の 10 倍希釈液に二価鉄イオン資材を添加し

た液および蒸留水を処理液として用い，4 日間生育させた．実験 4：レタス品

種‘極早生シスコ’を供試した．地下部抽出液の 10 倍希釈液，地下部抽出液の

10 倍希釈液に二価鉄イオン資材を添加した液および蒸留水を用いて，これら

の処理液 pH を 7.0 に調整した pH 調整区および調整しない無調整区で 3 日間

生育させた．実験 5：レタス品種‘極早生シスコ’を供試した．地下部抽出液の

10 倍希釈液，地下部抽出液の 10 倍希釈液に二価鉄イオン資材を添加した液お

よび蒸留水を pH7.0 に調整したのち浸漬処理を行い 3 日間生育させた． 
 
【結果】 実験 1：蒸留水区と比較して多くの地下部抽出液区で幼根の伸長が

阻害された（第 1 図）．この阻害程度は希釈倍率が低いほど強くなり，原液区

で最も強く幼根の伸長が阻害されたが，幼根はほとんどが枯死していた． 一
方，100 倍希釈区，1000 倍希釈区では幼根の枯死が少なかったものの，蒸留

水区との間で幼根伸長に有意な阻害は認められなかった．この結果から以降

の実験では地下部抽出液の 10 倍希釈液を使用した．実験 2：蒸留水区と比較

して，レタス，トマトおよびブロッコリーでは地下部抽出液の浸漬処理によ

り幼根の伸長が有意に阻害されたが（第 2 図 A），ネギおよびニンジンでは幼



根の伸長に有意な阻害は認められなかった（第 2 図 B）．実験 3：レタス，ト

マト，ブロッコリーともに地下部抽出液に二価鉄イオン資材を添加した処理

区で幼根が長くなり，生育阻害が軽減される傾向がみられた．（第 3，4，5 図）

実験 4： pH 調整の有無に関わらず蒸留水区と比較して地下部抽出液のみの処

理区で幼根が有意に短くなった．また，地下部抽出液に二価鉄イオン資材を

添加した処理区では無調整区と比較してpHを調整した二価鉄イオン高濃度添

加区で有意に幼根が長くなり，pH 調整区のみ生育阻害の明確な軽減効果が認

められた（第 6 図）．実験 5：蒸留水と比較して地下部抽出液のみの処理区で

幼根が短くなり生育が阻害されたが，二価鉄イオン資材の添加により幼根が

長くなり生育阻害が軽減された（第 7 図）．また，50 倍希釈より高濃度の二価

鉄イオン資材添加により幼根の伸長阻害はほぼ改善され，この効果は二価鉄

イオン 5 倍希釈区で最も強くみられた． 
以上の結果からアスパラガスの生育阻害作用に対する反応は，野菜の種類

によって大きく異なった．また，発生したアスパラガスによる生育阻害は二

価鉄イオン資材処理により軽減することが可能であることが示唆された．  








